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 はじめに クロルピクリン剤とは

 特性と毒性について

 安全に使用するために

 事故事例と漏洩時の対応



クロルピクリン剤とは

○６０年以上にわたって使い続けられており、土壌病害

虫・雑草防除には不可欠の資材

●劇物。正しい取扱をしないと、安全上の問題を起こす

2013年
12,884㌧/KL

2003年
14,119㌧/KL

ｸﾛﾙﾋﾟｸﾘﾝ
8,024㌧

臭化ﾒﾁﾙ
20㌧

臭化ﾒﾁﾙ
1,602㌧

ﾀﾞｿﾞﾒｯﾄ
2,613㌧

ｸﾛﾙﾋﾟｸﾘﾝ
8,580㌧

ﾀﾞｿﾞﾒｯﾄ
3,205㌧

国内の土壌消毒剤の出荷量
・国内で消費される土壌消毒剤の約60%を
ｸﾛﾙﾋﾟｸﾘﾝが占める

・新しい土壌消毒剤が開発されない



種類（単剤のみ）

商品名
クロル

ピクリン

含有量

個装単位 メーカー

クロールピクリン 99.5%
1kg／ﾋﾞﾝ、

16.5ｋｇ／缶

南海化学

日本化薬

三井化学アグロ

クロピク８０ 80.0% 20L／缶 南海化学

ドジョウピクリン 80.0% 20L／缶 日本化薬

ドロクロール 80.0% 20L／缶 三井化学アグロ

クロルピクリン錠剤 70.0%
100錠／袋

400錠／袋
南海化学

クロピクフロー 80.0% 15L／缶 日本化薬

クロピクテープ 55.0% 28m／袋 三井化学アグロ



外観及び臭い
無色～淡黄色澄明液体
容易にガス化し、強い催涙性、粘膜刺激性を有す

比 重 液体 1.657（20℃）、ガス 5.7（空気＝1）

沸 点 112.1℃（1013ｈＰａ）

蒸気圧 3.72ｋＰａ（25℃）

溶解性 水に微溶（20℃の水1㍑ に1.974g溶解する)
ヘキサン、アセトン、メタノール等の有機溶剤に溶解する

安定性 きわめて安定で、長期間保存しても変質しない

金属腐蝕性 常温で気化し、金属類を腐蝕するが、亜鉛は腐蝕しない

引火爆発性 なし

大気中におけ
る分解性

太陽光により分解（半減期：約4日）

土壌中におけ
る分解性

易分解性（半減期： ≒1日～４日）

特性－クロルピクリンの物理的化学的性質



土壌中における分解

CHCｌ２NO２

CH２CｌNO２

CH３NO２

CCｌ３NO２
(クロルピクリン)

CO２＋N２O

微生物： Pseudomonas sp
非生物： 鉄イオンの存在下



土壌中における分解ー土壌の種類による違い

非殺菌土壌

殺菌土壌

〇壌質砂土
●砂壌土
▼ｼﾙﾄ質壌土

転載： J.Gan他、
J.Environ.Qual.vol.29,
（2000年）より
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＜半減期＞
壌質砂土 ＝4.3日
砂壌土＝1.5日
ｼﾙﾄ質壌土 ＝0.2日

処理後日数 （日）



毒性－気中濃度と人に対する影響

気中濃度 暴露時間 影響

２，０００ｍｇ／ｍ３ ２９７．６ｐｐｍ １０分 致死

８００ｍｇ／ｍ３ １１９．０ｐｐｍ ３０分 致死

１００ｍｇ／ｍ３ １５．０ｐｐｍ １分 不耐

５０ｍｇ／ｍ３ ７．５ｐｐｍ １０分 不耐

９ｍｇ／ｍ３ １．３ｐｐｍ 最低刺激

７．３ｍｇ／ｍ３ １．１ｐｐｍ 感知可能

２－２５ｍｇ／ｍ３ ０．３－３．７ｐｐｍ ３－３０秒
催涙により目を開け

ていられない

・眼、呼吸器系、皮膚に対する強い刺激性

・結膜の炎症、視力障害

・麻酔作用と激しい嘔吐

・多量に吸入した場合、胃腸炎、肺炎、血尿、悪心、呼吸困難、肺水腫

・重度の場合は死にいたる

 許容濃度（日本産業衛生学会、ACGIH）： 0.1ppm（ 0.67mg/㎥）

 感知可能な最低濃度（米国環境保護庁）： 0.15ppm（20-30分でほぼ全員が感知）



安全に使用するために チラシ参照



被覆の有無と大気中への拡散

処理後に土壌をポリエチレンなどで被覆することにより、気中のクロル
ピクリン濃度を抑えられる。
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 厚さが倍になると透過速
度は約半分になる

 温度が１０℃下がると透
過速度は約半分になる

 人家、畜舎、鶏舎の近くで
は0.03mm以上のシートを
使用する

 なるべく地温、気温の低
い時期に処理する

シートの厚さ（mm）

透過速度
の比率

被覆の必要性
（被覆シートの厚さ、温度と

クロルピクリンガスの透過速度）

例）ポリエチレンシート
（農ポリシート）



被覆によりガス有効拡散範囲が拡大

ポリエチレン被覆によって土壌中のガス濃度を高く保ち、効
果を高くすることができる。
無被覆の場合、表層部のガスが揮散し、効果不足を起こす。



ｸﾛﾙﾋﾟｸﾘﾝ処理と同時に畦を被覆 ｸﾛﾙﾋﾟｸﾘﾝ処理後に全面を被覆

被覆の必要性 －圃場における被覆の実際－



無被覆処理

不適切な
ｼｰﾄ使用

誤使用 不法投棄

不適切な
廃棄

保管中の
事故

輸送中の
事故

悪用 その他

２００４年 ４ １ ５ ０ ２ ０ ０

２００５年 ５ １ ７ ２ ０ ０ １

２００６年 ２ ０ ２ ２ ０ ０ １

２００７年 ３ ０ ５ ３ １ ０ ２

２００８年 ２ １ ８ ５ ０ ０ ４

２００９年 ５ ０ ２ ３ ２ ０ １

２０１０年 ２ １ ２ ２ ４ ０ １

２０１１年 ３ ２ ２ ０ ０ ０ ２

２０１２年 ７ ０ ５ ２ ０ ０ ２

２０１３年 ５ １ ４ ２ ０ ０ ３

計 ３８ ７ ４２ ２１ ９ ０ １７

その他： 盗難・紛失、自殺、天災

事故／苦情の事例
（クロルピクリン工業会まとめ）



薬剤処理した圃場から

薬剤が揮散

－平成６年１２月－鹿児島県内

・畑でクロルピクリン処理をした後、被覆をしなかっ
たため、地温の上昇に伴い、地中からクロルピクリ
ンガスが大気中に漂った



清掃センターでクロルピクリン液が残った缶をつぶした
－平成１２年５月－長野県内

・使い残した少量のクロルピクリンが缶に残ったまま

家庭ゴミとして廃棄した

・ゴミ収集した清掃センターで缶を潰したため、臭気が

施設内に充満した



配送途中に荷崩れ
－平成19年11月－高知県内

缶をロープ等で固定せず
運んだため、荷崩れを起こ
し、クロルピクリンが流出
した。



盗難事故
－平成１７年４月－群馬県内

・購入したクロルピクリンをこんにゃく畑にある倉庫軒下に置いたが、
翌日にはなくなっていた

・鍵のかかる倉庫内に保管することを怠ったことが原因



よくある事例

・一部使用したクロルピクリン缶を
納屋に長期間放置した

・缶にさびが発生しクロルピクリ
ンが漏れだした

農家の納屋で保管中の缶から液漏れ



具体的な処置

 防護マスク等保護具を着用
 漏洩箇所にみだりに近づかないようにする

 乾燥した土砂、珪藻土、又は消石灰、亜硫酸ソーダで臭気を感じなくなるま
で漏洩箇所を覆う

 散布した分解剤、吸収剤をポリエチ、ビニールシートで覆う

 臭気漏れがなく、また不特定の人が近づく恐れがなく、放置することが可能
であればそのまま放置する

 数日経過して、臭気がなくなったところで吸収剤等を処置する

 直ぐに原状を回復する必要があるときは、散布した吸収剤等をポリ袋に回
収して密封する

 水で洗い流してはいけない

漏洩時の対応

不特定又は多数の人に危害が生ずる恐れがある場合

保健所、警察署又は消防機関に連絡する
メーカーに連絡する
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